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日建連とは

• 全国的に総合建設業を営む企業及び建設業者団体の連合会

• 正会員141社＋5団体、特別会員7社で構成。

• 会長 宮本 洋一 (清水建設㈱ 会長)

• 建設業界全体における会員の完成工事高比率は約28％



2

目次

１．建設業の現状

２．建設業の生産性向上について

３．生産性向上事例

４．今後の課題



3

１．建設業の現状
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建設業の長期ビジョン（日建連）

2014年度 2025年度

343万人
必要な技能者数
328～350万人

216万人

49.1兆円 50.0兆円建設市場

技能者数 新規入職者：
34歳以下の若者中心に

90万人
（うち女性を20万人以上）

生産性向上による省人化
35万人

128万人
減少！
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建設技能者の年齢階層別就業人口の推移

※ 厚生労働省「毎月勤労統計調査」を基に日建連推計
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加速する高齢化

□ 全産業 55歳以上
■ 全産業 29歳以下

55歳以上
35％
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○ 建設業 55歳以上
● 建設業 29歳以下

※ 総務省「労働力調査」
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年間労働時間の推移

○ 建設業
● 製造業
■ 調査産業計
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約320時間

※ 厚生労働省「毎月勤労統計調査」

2032時間

1709時間



時間外労働時間の上限規制

※ 厚生労働省 働き方改革特設サイトより
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時間外労働の適正化に向けた自主規制（日建連）
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週休二日（現場閉所）の状況



現場の働き方改革の推進

長時間労働の是正

時間外労働時間の
上限規制の遵守

適正な工期の設定

「著しく短い工期の
禁止」遵守

建設現場の
週休二日

４週８閉所の推進

生産性向上
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２．建設業の生産性向上について
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日建連の生産性指標

完成工事高（円）
生産性指標 ＝

人工（人日）

技術者・技能者１日（８時間）当たりの施工高

「生産性向上推進要綱」の対象年度における会員企業の
取り組み状況の推移を確認するため、日建連独自の指
標を設定。

※指標の算出にあたっては、物価変動分の影響を除いて実質値の
動きをみるため、完成工事高に対して建設工事費デフレーター
（2015年度基準）による補正を行っている。
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日建連会員企業の生産性の推移

ー 土木 ー 平均（土木・建築）
ー 建築 ー 平均（土木・建築（利益控除））（円）
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生産性向上のために取組んでいる項目（土木）

1．現場打ちコンクリート工の効率化
2．プレキャストの導入
3．適切な工期設定と工程管理
4．3D測量
5．UAV（ドローンを含む無人航空機）
6．CIM
7．VR・AR・MR
8．自動・自律施工（ICT建機・ロボットを除く）
9．ICT建機
10．ロボット
11．GPSなどの全球測位衛星システム
12．遠隔臨場
13．ECI（Early Contractor Involvement）
14．多能工化の推進
15．アウトソーシングサービスの活用

■適用可能現場の大半で実施 ■適用可能現場の半数以上で実施

0 10           20           30           40           50社
／100社
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生産性向上のために取組んでいる項目（建築）

1．PCa化、工場生産などによる現場作業の削減
2．設計施工一貫方式の受注拡大
3．適正工期算定プログラムの活用
4．3D測量
5．UAV（ドローンを含む無人航空機）
6．BIM
7．VR・AR・MR
8．自動・自律施工（ICT建機・ロボットを除く）
9．ICT建機
10．ロボット
11．GPSなどの全球測位衛星システム
12．遠隔臨場
13．フロントローディング、コンカレント設計
14．多能工化の推進
15．アウトソーシングサービスの活用

■適用可能現場の大半で実施 ■適用可能現場の半数以上で実施

0 10           20           30社
／100社
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3．生産性向上事例

【事例１】土木：ＩＣＴ活用（清水建設）

【事例２】建築：スマート生産（鹿島）
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日建連ホームページ Work Style Lab
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４．今後の課題
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■技能者の生産性向上

ICTの活用等による元請技術者の管理業務の効率化は積極的に図
られている。
今後、さらに省人化を実現するためには、技能者の生産性向上に
直結するような取組みを一層強化していく必要がある。

■業界横断的な取組み

生産性向上は業界が一体となって取り組む必要があるが、具体的
な施策については、各社の経営戦略や機密情報に関わることが多
く、業界横断的な活動を行うには困難が伴う。
一方で、様々な元請企業の現場で施工を担う技能者の立場からす
れば、統一的なシステムや技術の開発によって生産性を大きく向
上させることが可能と思われる。

今後の課題
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